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積当たりの花芽数は春施肥区で最も多
かった（図 -8）。また，開花期に正常
に発芽する花芽の割合は春施肥区で多
く，花芽の枯死の割合は 3倍区で多
かった（図 -9）。
2013 年産では，氷点下 5℃処理し
た長果枝花芽の枯死率は慣行区で高
く，年明け以降上昇したのに対し，春
施肥区では年明け以降も 10％程度と
低かった（図 -10）。また，発芽不良
障害の発生についても春施肥区で少な
く（図 -11），2013 年産と同様の傾向
が認められた。
2年間の結果から，慣行区や3倍区
では秋季の高温により窒素が遅効きし，
耐凍性が低下したと推察され，秋に施
肥しない春施肥区では，耐凍性の向上
と発芽不良障害の軽減が認められた。

6. 窒素施用時期の変更に
よる発芽不良障害軽減技術
の開発
上記で得られた結果より，窒素施用
時期の変更により発芽不良障害軽減の
可能性が示唆されたことから，2012
年から 2016 年産にかけ，当分場に植
栽の「幸水」（2016 年に 29 年生樹）
を供試し，肥料と堆肥を組み合わせた
窒素施用時期の違いと発芽不良障害発
生との関連を調査した。
鹿児島県の「幸水」における窒素の
施用時期は，肥料を秋季の 9月～ 11

月に分施し，堆肥を冬季の 12 月に施
用するが，これを慣行区（秋施肥＋冬
堆肥区）とした。これに対し，肥料
と堆肥の施用を春季の 3月に変更す
る春施肥＋春堆肥区，肥料は春季の 3
月に変更するが堆肥は慣行の 12 月に
施用する春施肥＋冬堆肥区を設けた。
発芽不良障害の発生は，開花期に長果
枝の花芽を症状別に調査した。
5年間継続して試験した結果，肥料
や堆肥の施用時期により発芽不良障害
の発生程度が異なった。特に発生程
度が重かった 2016 年産では，花芽の
枯死の割合は，肥料と堆肥を秋冬季に

施用する慣行区で 30％程度と最も多
かった（図 -12）。堆肥のみを慣行時
期に施用する春施肥区＋冬堆肥区でも
20％程度発生したの対し，肥料と堆
肥を春季に変更した春施肥区＋春堆肥
区では 10％以下と大幅に減少した（図
-12）。また，樹体や果実品質への影響
については，試験区間に明らかな差は
認められなかった。

おわりに

鹿児島県のニホンナシ栽培地域にお
いては，発芽不良障害発生の要因の一

枯死芽率
枝採取日 春施肥区 慣行区
10月2日 9.41 45.59
11月12日 0.75 16.80
11月26日 0.93 25.16
12月10日 1.71 25.53
1月7日 5.56 15.89
1月21日 10.39 44.00

図-10　施肥条件と耐凍性（2012～2013年，品種：「豊水」）
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図-10　‌施肥条件と耐凍性（2012～2013年，品種：「豊水」）

豊水 正常 花芽だけ 枯死

春施肥区 62.60 35.24 2.16

慣行区 33.51 48.25 18.24

図-11施肥条件と発芽不良の発生
             （2013年4月，品種：「豊水」）
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図-11　‌施肥条件と発芽不良の発生‌
　　　　　‌（2013年4月，品種：「豊水」）

図-12　‌‌肥料や堆肥の散布時期の違いが花芽の
枯死率に及ぼす影響（2016年）

春施肥＋冬堆肥：3月に肥料18kg，12月に
家畜ふん堆肥２ｔ散布
春施肥＋春堆肥：3月に肥料18kg，3月に家
畜ふん堆肥2ｔ散布
（肥料と家畜ふん堆肥の重量は施用量で10ａ
当たり換算

図-13　‌発芽不良軽減マニュアル
　　　　　　　（編集･発行：農研機構）
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つである樹の老木化，樹勢低下等が散
見され問題となってきている。また，
当県ではこれまでも，2009 年のよう
な極端な暖冬年が数年おきにみられ

（藤川 ･ 東 2012），温暖化が進行し秋
冬季の気温がさらに上昇すれば，収量
や品質に影響するような深刻な発芽不
良障害が頻発すると予想される。

本県の施肥基準は秋肥主体の施肥体
系となっており，秋冬季が高温の年に
は発芽不良障害の発生が助長されると
考えられる。今回，当県の主要品種で
ある「幸水」および「豊水」において，
窒素施用時期を春に変更することによ
り，秋冬季の窒素吸収が抑えられたこ
とで耐凍性が向上し，花芽の枯死によ
る発芽不良障害が大幅に減少すること
が明らかとなった。このことから，今
回得られた成果について，施肥時期の

変更を中心とした発芽不良対策マニュ
アルを作成した（図 -13）。

今後，鹿児島県では本マニュアルを
活用し施肥時期変更の重要性について
周知を図るとともに，現在，現地栽培
ほ場にて，春肥主体の新たな施肥体系
が樹体や果実品質，収量等に及ぼす影
響を調査するとともに，新たに樹勢回
復効果を目的として，土壌改良処理に
よる発芽不良障害軽減効果について，
現在研究を進めている。

今後，地下部の土壌環境を改善する
ことにより，露地栽培ニホンナシの発
芽不良障害の発生をさらに軽減できる
技術の開発と現地での実証が早急に進
み，気候変動に左右されない安定した
生産が可能となり，栽培農家の経営安
定につながることが期待される。
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　ホシミドロ科アオミドロ属に属する緑藻植物の総称。糸状で，

多細胞。細胞内の葉緑体がリボン状で螺旋形になっているのが

特徴。極めて普通に見られる。湖，池，水田，河川，自宅の庭

での金魚鉢やアクアリウムの水槽など，いろいろな水域で見ら

れ，時に大発生する。ぬるぬるした緑色の極めて細い糸状の藻

が固まって見える。

　糸状になる藻類は一般に「みどろ」と呼ばれる。髪を手入れ

せずに長く伸ばしている様を「おどろに振り乱し」というが，

この「おどろ」から「みどろ」の名が出てきた。「アオミドロ」

は，「青」く細い糸状のものが 棘
おどろ

髪のように絡まっている様を

みて名づけられた。「アオミドロ」そのものはクロロフィルを

持ち緑色であるが，古来日本には「緑色」という色彩名はなく

「青色」であったことから「アオミドロ」となった。

　このアオミドロ，淡水の緑藻類であるから食べることもでき

るはずである。しかも日本在来であり古来より目に付いていた

と思われるが，万葉人や平安貴族たちに取り上げられることは

なかったようだ。

　昭和に入って，歌人土屋文明にこんな歌がある。

　　青みどろ紅の花にせまる如く　

　　　崩れし花のしづみあへなく（ふゆくさ）

　「紅の花」は蓮の花である。

　因みに，「青みどろ」は夏の季語である。ネットの中にこん

な句があった。

　　夕刻の第 2 理科室青みどろ（オペラオー）

　　従心を迎えてもなお青みどろ（作者不詳）
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